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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、前記装置は、
　インターリーブされたアナログ－デジタル変換器段を備え、前記アナログ－デジタル変
換器ステージは、
　非反転入力と、反転入力と、を備える増幅器（２０）と、
　複数のチャネル（１５ａ～１５ｎ）であって、前記複数のチャネルがそれぞれ、
　　一対の増幅器入力スイッチであって、
　　　第１のスイッチ入力を受信し、スイッチがオンにされるときに、前記第１のスイッ
チ入力を前記増幅器の前記非反転入力に提供し、かつスイッチがオフにされるときに、前
記増幅器の前記非反転入力を前記第１のスイッチ入力から電気的に絶縁するように構成さ
れる、第１のスイッチ（５０）と、
　　　第２のスイッチ入力を受信し、スイッチがオンにされるときに、前記第２のスイッ
チ入力を前記増幅器の前記反転入力に提供し、スイッチがオフにされるときに、前記増幅
器の前記反転入力を前記第２のスイッチ入力から電気的に絶縁するように構成される、第
２のスイッチ（５２）と、を備える、一対の増幅器入力スイッチと、
　　　前記一対の増幅器入力スイッチの前記入力と前記増幅器の前記入力との間に交差連
結される一対のダミー回路素子（５４、５６）であって、前記一対のダミー回路素子のそ
れぞれのダミー回路素子が、前記第１のスイッチがオフにされるときに、前記第１のスイ
ッチと実質的に同一の静電容量を有する、一対のダミー回路素子と、を備える、複数のチ
ャネルと、を備え、
　前記複数のチャネルの一方の前記一対の増幅器入力スイッチが、前記複数のチャネルの
他方の前記一対の増幅器入力スイッチがオフにされるときに、前記増幅器の前記非反転入
力および前記反転入力に電荷を提供するように構成される、装置。
【請求項２】
　前記装置が、前記第１のスイッチ入力および前記第２のスイッチ入力の電荷を調整する
ように構成される少なくとも１つのデジタル－アナログ変換器を備える、請求項１に記載
の装置。
【請求項３】
　前記第１のスイッチが、第１の電界効果トランジスタを備え、前記一対のダミー回路素
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子の第１のダミー回路素子が、第１のダミー電界効果トランジスタを備え、前記第１のダ
ミー電界効果トランジスタは、前記第１のダミー電界効果トランジスタをオフに保持する
ように電源レール電圧にバイアスされるゲートを有する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１のダミー電界効果トランジスタが、最低レベルの相互接続金属によって接触さ
れない第１のソースおよび第１のドレインを備える、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記複数のチャネルのうちの選択されたチャネルの前記一対のダミー回路素子の第１の
ダミー回路素子が、前記選択されたチャネルが取得モードにあり、前記複数のチャネルの
うちの異なるチャネルがゲインモードにあるときに、電荷を前記反転増幅器入力に注入し
て、前記第１のスイッチ入力で電圧グリッチを補償するように構成される、請求項１に記
載の装置。
【請求項６】
　差動電荷を低減する電子的に実装された方法であって、
　第１のスイッチが非反転ノードを前記第１のスイッチの入力から電気的に絶縁するため
にバイアスされる一方で、前記非反転ノードを前記第１のスイッチの前記入力から電気的
に絶縁するために前記第１のスイッチをバイアスすることと、
　反転ノード上の電荷を連結して、前記第１のスイッチによって前記非反転ノードに注入
される電荷を少なくとも部分的にキャンセルすることと、を含み、
　前記非反転ノードおよび前記反転ノードが、差動対のノードを備え、
　前記方法が、複数のインターリーブされたチャネルを有するアナログ－デジタル変換器
において標本抽出するために行われる、方法。
【請求項７】
　連結が、電源レール電圧にバイアスされるゲートを有するダミースイッチによって行わ
れる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ダミースイッチが、前記第１のスイッチの前記入力に電気的に連結される、請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　前記非反転ノード上の電荷と前記反転ノード上の電荷との間の差異を感知することを更
に含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法が、
　サンプルを前記非反転ノードに提供するために、複数のインターリーブされたチャネル
の第１のチャネルの第１のスイッチを含む、増幅器入力スイッチをオンにすることと、
　前記第１のチャネルの前記増幅器入力スイッチがオンにされる一方で、
　スイッチがオフにされるために、少なくとも第２のチャネルを備える、前記複数のイン
ターリーブされたチャネルの他方の増幅器入力スイッチをバイアスすることと、
　前記第２のチャネルへの入力と共に前記第２のチャネルのコンデンサを荷電するために
、前記第２のチャネルのスイッチを起動することと、を更に含む、請求項６に記載の方法
。
【請求項１１】
　連結は、前記第１のスイッチのオフ状態静電容量にほぼ等しい静電容量を有するコンデ
ンサによって行われる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのデジタル－アナログ変換器と前記第１のスイッチとの間に連結さ
れたコンデンサをさらに備え、前記デジタル－アナログ変換器は、前記コンデンサを荷電
するように構成されている、請求項２に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ゲインモード以外のモードは、取得モードである、請求項５に記載の装置。
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